
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 専門学校福岡リハビリテーション大学校 
設置者名 学校法人 藤川学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

高度 

理学療法学科 

夜 ・

通信 
1890単位時間 320単位時間  

高度 

作業療法学科 

夜 ・

通信 
1830単位時間 320単位時間  

 

 
夜 ・

通信 
 

 

 
 

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
（高度理学療法学科）https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/001.pdf 

（高度作業療法学科）https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/002.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 専門学校福岡リハビリテーション大学校 
設置者名 学校法人藤川学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/003.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
学校法人 川島学園 

名誉顧問 

2020年 12月１日～

2025 年６月 29日 

少子化における学

校運営について、

幅広い知見を基に

多様な意見を述べ

る。 

非常勤 
㈱スペースデザイン 

代表取締役 

2020年 12月１日～

2025 年６月 29日 

藤川学園の運営情

報について、現状

を把握し、運営に

多彩な意見を入

れ、俯瞰的な立場

で意見を頂戴して

いる。 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校福岡リハビリテーション大学校 

設置者名 学校法人藤川学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

（概要） 

本校が規定する教育課程の各担当科目教員が、年度初めまでにシラバスを

作製し授業開始日に提示説明を行う。 

授業方法については、講義形式、演習、実技、実習、実験を適宜取り入れ実

施。 

授業計画書の公表方法 

高度理学療法学科 

https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/004.pdf 

 

高度作業療法学科 

https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/005.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修意欲について 

学修意欲については前期終了後、後期終了後、各科目別に学生からの授業

評価を行い把握している。 

 

履修認定 

（各授業科目の試験及び成績評定） 

学則第 14条  各授業科目の成績評定は、学期末に行う。 

     ２ 成績評定は、期末試験等の成績及び出席状況等を総合的に

勘案し、評定するものとする。 

        ３  成績評定は、A、B、C及び Dの 4段階で表示する。 

・A：100～80 点 B：79～70 C：69～60 C以上を合格、Dを不合格 

・定期試験等を含め最終評価は 100 点とし 60点以上を合格 

・再試験を実施した場合、60点以上で合格とし成績評価は 60点 

 

 

 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

各科目の評点が 100～90点を 4、89～80点を 3、79点～70点を 2、69点～

60点を 1、59 点以下を 0とし、以下の計算方法で GPAを計算する。 

GPA =（GP × その科目の単位数）の総和 ÷ 履修科目の単位数の合計 

 

成績評価方式 GPA（Grade Point Average）制度を使用しています。成績

を数値化することで、学習効果を客観的に把握することができます。修得

単位数だけではなく、成績の伸びなど学習状況を判断できる指標を提供す

ることにより、厳格な成績評価を推進し、学生の学習意欲の向上や指導方

法の改善に繋げていくことを目的としています。 
客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/006.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

学則 第３章 第 19条（卒業試験） 

 卒業試験の受験資格は、本校 4 年以上在学又は編入学し、各学科所定の

科目を修得することとする。 

２前項を満たした者について卒業試験を行う。 

 

学則 第７章 第 31条（卒業証書の授与） 

 卒業の要件は、必要科目を履修・修得し、卒業試験に合格することとす

る。 

２前項の要件を満たした者については、学校長が卒業を認定し、卒業証書

を授与する 

 

履修規定 

（卒業） 

１．卒業の認定は、学則第 31条に基づき、卒業に必要な単位を習得した者

について、学校長が行う。 
卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/007.pdf 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 専門学校福岡リハビリテーション大学校 

設置者名 学校法人藤川学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法  

貸借対照表 https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/008.pdf  

収支計算書又は損益計算書 

https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/009.pdf 

https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/010.pdf 

https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/011.pdf 

R4 年度 

R5 年度 

R6 年度 

財産目録 https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/012.pdf  

事業報告書 https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/013.pdf  

監事による監査報告（書） https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/014.pdf  

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 高度理学療法学科  ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４

年 

 

 昼 3410/114 

単位時間／単位 

1590/58

単位時間

/単位 

510/17 

単位時間

/単位 

800/20 

単位時間

/単位 

30/1  

単位時間

/単位 

480/18 

単位時間

/単位 

3410/114     単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

320人 257人 0人 12人 13人 25人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

本校が規定する教育課程の各担当科目教員が、年度初めまでにシラバスを作製し授業

開始日に提示説明を行う。 

授業方法については、講義形式、演習、実技、実習、実験を適宜取り入れ実施。 

成績評価の基準・方法 

（概要）各授業科目の試験及び成績評定） 

学則第 14 条  各授業科目の成績評定は、学期末に行う。 

     ２ 成績評定は、期末試験等の成績及び出席状況等を総合的に勘案し、評定す

るものとする。 

        ３  成績評定は、A、B、C 及び D の 4 段階で表示する。 

・A：100～80 点 B：79～70 C：69～60 C 以上を合格、D を不合格 

・定期試験等を含め最終評価は 100 点とし 60 点以上を合格 

・再試験を実施した場合、60 点以上で合格とし成績評価は 60 点 

 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

（卒業） 

学則 第 3章 第 19条 

 卒業試験の受験資格は、本校 4年以上在学又は編入学し、各学科所定の科目を修得

することとする。 

２前項を満たした者について卒業試験を行う。 
学則 第７章 第 31 条（卒業証書の授与） 

 卒業の要件は、必要科目を履修・修得し、卒業試験に合格することとする。 

２前項の要件を満たした者については、学校長が卒業を認定し、卒業証書を授与する。 

 

履修規定 

（卒業） 

１． 卒業の認定は、学則第 31 条に基づき、卒業に必要な単位を習得した者について、学

校長が行う。 

 

（進級） 

学則 第 7 章 第 30 条（進級） 

学生の進級は、履修規定に従い各学年における学生の成績及び出席状況を評価して、学校

長がこれを決定する。 

履修規定 

（留年） 

１．各学年で定められた単位を修得できない者は留年とし、その当該科目を履修し、その

単位を修得しなければならない。 

学修支援等 

（概要） 

国家試験対策学習システム（スマコク）を導入。1年次からの学修支援を実施。また

医学文献検索システム（メディカルオンライン）も導入。年 1回保護者会を実施し学

生の学修到達度を保護者と面談を実施し、情報共有とともに方針を決定している。そ

の他にも必要に応じて三者面談等も実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 96 人 

（100.0％） 

1人 

（  1.0％） 

88 人 

（  91.6％） 

7人 

（  7.2％） 

（主な就職、業界等） 

医療機関（病院、クリニック）介護老人保健施設、訪問事業所、通所サービス事業所 

（就職指導内容） 

就職説明会 就職支援セミナー（外部専門講師招致） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理学療法士国家試験受験資格取得 高度専門士称号 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  295人 18人  6.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、学業不振 経済的理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の相談窓口設置 学生との面談、保護者との面談の実施 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 高度作業療法学科  ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４

年 

 

 昼 3460/115 

単位時間／単位 

1650/60

単位時間

/単位 

480/16 

単位時間

/単位 

880/22 単

位時間/

単位 

30/1 単位

時間/単

位 

420/16 単

位時間/

単位 

3460/115     単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 80人 0人 6人 11人 17人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

本校が規定する教育課程の各担当科目教員が、年度初めまでにシラバスを作製し授業

開始日に提示説明を行う。 

授業方法については、講義形式、演習、実技、実習、実験を適宜取り入れ実施 

成績評価の基準・方法 

（概要）各授業科目の試験及び成績評定） 

学則第 14 条  各授業科目の成績評定は、学期末に行う。 

     ２ 成績評定は、期末試験等の成績及び出席状況等を総合的に勘案し、評定す

るものとする。 

        ３  成績評定は、A、B、C 及び D の 4 段階で表示する。 

・A：100～80 点 B：79～70 C：69～60 C 以上を合格、D を不合格 

・定期試験等を含め最終評価は 100 点とし 60 点以上を合格 

・再試験を実施した場合、60 点以上で合格とし成績評価は 60 点 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

（卒業） 

学則 第 3章 第 19条 

 卒業試験の受験資格は、本校 4年以上在学又は編入学し、各学科所定の科目を修得

することとする。 

２前項を満たした者について卒業試験を行う。 

学則 第７章 第 31 条（卒業証書の授与） 

 卒業の要件は、必要科目を履修・修得し、卒業試験に合格することとする。 

２前項の要件を満たした者については、学校長が卒業を認定し、卒業証書を授与する。 

 

 



  

履修規定 

（卒業） 

２． 卒業の認定は、学則第 31 条に基づき、卒業に必要な単位を習得した者について、学

校長が行う。 

 

（進級） 

学則 第 7 章 第 30 条（進級） 

学生の進級は、履修規定に従い各学年における学生の成績及び出席状況を評価して、学校

長がこれを決定する。 

履修規定 

（留年） 

１．各学年で定められた単位を修得できない者は留年とし、その当該科目を履修し、その

単位を修得しなければならない。 

学修支援等 

（概要） 

国家試験対策学習システム（スマコク）を導入。1年次からの学修支援を実施。また

医学文献検索システム（メディカルオンライン）も導入。年 1回保護者会を実施し学

生の学修到達度を保護者と面談を実施し、情報共有とともに方針を決定している。そ

の他にも必要に応じて三者面談等も実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 24 人 

（100.0％） 

0人 

（0.0％） 

24 人 

（100.0％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

医療機関（病院、クリニック）介護老人保健施設、訪問事業所、通所サービス事業所 

（就職指導内容） 

就職説明会 就職支援セミナー（外部専門講師招致） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

作業療法士国家試験受験資格取得 高度専門士称号 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

88 人 3人  3.4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、学業不振、経済状況 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の相談窓口設置 学生との面談、保護者との面談の実施 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

高度理学療法学科 300,000円 850,000 円 300,000円 その他 施設設備費 

高度作業療法学科 300,000円 850,000 円 300,000円 その他 施設設備費 

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/015.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

〇基本方針 

 時代に即した実践教育の推進を図る為、自己点検評価の客観性を高めるに加え、設置学

科における関連する業界や学校に関係性が深い卒業生・保護者等の理解促進に加え、協力

体制を構築し、学校運営等の改善・適正化の為、外部評価委員による学校評価を実施の上、

結果を公表する。 

 

評価項目 

1,教育目標（人間性、専門性、社会性等の育成） 

2.教育方針（教育課程の編成・実施、教育方法、評価） 

3.教育活動（行催事計画の立案・策定、実施、成績評価、単位認定、能力開発） 

4.学生支援（サークル活動支援、就職支援） 

5.教育環境（施設・設備、安全管理） 

6.財務（予算計画、監査、財務情報公開） 

7.社会貢献（社会貢献、地域ボランティア活動） 

 

〇評価委員の構成 

地域住民、業界関係者、企業関係者等並びに教育に関する有識者から最低１名、５名以上

を学内選考・選任し構成する 

 

〇評価結果の活用方法 

年１回開催される学校関係者評価委員会において、自己評価その他計画書について説明後、

各委員からの意見等を求めている。集計された意見等は、総務部長を責任者として方策を

立案し改善活動に反映させている。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

昭和通信工業株式会社 

代表取締役 
2025年 4月 1日～ 

2027年 3月 31日 

企業 

東住吉地区博多駅三丁目三区 

自治会長 
2025 年 4 月 1 日～ 

2027 年 3 月 31 日 
地域住民 

医療法人社団 きはら 

木原 寿寿 

2025年 4月 1日～ 

2027年 3月 31日 

理学療法士 



  

脳と脊髄リハビリ研究センター福岡 

豊田 浩史 

2025年 4月 1日～ 

2027年 3月 31日 

理学療法士 

福岡整形外科病院 

道瀬 真弘 

2025年 4月 1日～ 

2027年 3月 31日 

理学療法士 

しま nimo(訪問ステーション) 

植木 愛 

2025年 4月 1日～ 

2027年 3月 31日 

作業療法士 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://ssl.ebc.ac.jp/group/disclosure/pdf/016.pdf 

 

 

 
第三者による学校評価（任意記載事項） 

一般社団法人リハビリテーション教育評価機構 

有効期間 2023年 4月 1日～2028年 3月 31日 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://ssl.ebc.ac.jp/reha/ 

 


